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「造!蚕i学jは小illf1)が指摘したように研究対象の拡大，

社会への反映ーという点において課題と可能性を抱えているO

生態学，土木，建築，環境など多分野との連携が求められ

f造閤学が学際的な学問分野として拡大しj，iランド、スケー

プ分野自身の枠組みにとらわれない，産官学の総合的/統

合的な取り組みJが必要とされている 2)O 一方，造園学会，

土木学会，建築学会，都市計画学会の中で造i語学会はー論

文あたりの引用文献数の平均は建築学会の次に多いが，造

i茎i学会自身の研究を引用している割合も，他誌に引用され

ている割合も最も低いという結果が小林 3) らによって明ら

かにされた。これは近年の「被引用件数Jによる定量的評

価では評fi!liが低いとも受け取れる結果であるが，実際には

池法¥)が述べているように ir地形，地質，土壌，水系，

生物生態系や物質循環を見極め，その地域の人間の生活や

歴史・文化を尊重し，生物と人間とが共生できる地域の計

画やデザインを学ぶ学I~J]J であり，農学や理学，工学にお

さまらない深みこそが，造I~人の強みj であり，他の 2 学

会に比べ独自性があることの現れであろう。いずれにせよ，

研究動向をまとめることは f造園学とは何ぞやj という向

いを忘れずに繰り返すことでもあり，問liそのものを継続

させることが重要であると考える。

本稿ではおもに2008年以降の研究を鈴木へ小野 1)の枠

組みに従って①概念や用語の規定・解釈・導入，②造菌の

手法論，③ランドスケーフ。遺産論，④その他に分け，細目

はキーワードごとに整理した。

1. 概念や用語の規定・解釈・導入

「景観j についてはあらためて用語のはじまりや概念の

変遷が検討され，文化財保護法の「文化的景観j，歴史ま

ちづくり法の「歴史的風致JはfliIJJ支の成立を受けて用誌の

意味を改めて規定する作業が行なわれた。

( 1 )景観

「景観」という用誌のはじまりについて，小野6) は三好

学がHJl iた「景観」が環境の科学的観察と美的観賞の双方

を意図していたこと， 1902年に三好によって初めて使用

され一般誌としても公教育を通じて紹介されたことなどを

平筑波大学大学院人間総合科学研究科

明らかにした。 渡部 7).9)は三好学の景観概念および地理学

で用 liられた景観概念と風景概念、の変遷について網羅的に

整理した。

( 2 )文化的景観

主に地理学で用 l¥られた従来の「文化景観Jから制度に

よって規定された「文化的景観」へと変化したことで，新

たに概念を問い産す作業が続けられた。篠}原京i

観の概念が従来の「景観」のパラダイムを「表出されたも

の(景観)汁Jから「表出するもの(営営，為， 活動)へ」と転

換させたと論じている。特集ではそれまでの文化的景観に

関する研究の一覧も整理しており 11日歴史，地理，建築，

都市計画と様々な分野で文化的景観の事例研究や海外の事

例紹介が行われていることがわかる。また，特集後の事例

研究については本稿の「ランドスケープ遺産論Jの項目で

後述する。

( 3 )歴史的風致

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律J

(i歴史まちづくり法j) の成立にともなって「歴史的風致J

の概念も注目された。特集では進士12)が「歴史的風致」を

「文化財・としての価値を持つ建築物，遺跡，庭窪i等と-IJI各

ー伝統行事などの諸活動が一体となって醸成される好まし

l ¥雰囲気ゃあじわい，歴史的文化的風景j というイメージ

であるとしている。さらに，西村l:l)は文化財，都市計画双

方の制度に何が求められているかを述べ，宮城14)は地域の

歴史的なプロセス上にある現代の意味をとらえる手法を論

じ，脇坂ペ市原則が制度について解説した。また，平成

20年度の造態学会大会ではミニフォーラムも開催されたl九

これまで，おもに「嵐致地区」や「森林風致18)jなどに用

いられてきた iJ忍致」という用語が「歴史的嵐致jへと広

がっ 7こO

( 4 )その他ーインタープリテーション，環境思想，風土

これまで，多様な分野でのニーズの増大に伴いi愛味に用

いられることが多かった「インタープリテーション」につ

いて，平松らゆ)は用語の意味を整理するとともに，自然公

園，観光，環境教育，博物館，都市公園の各分野での導入

と展開の経緯を示した。
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環境思想概念、の導入に関して，関ら20)は熊沢蕃山の自然

共生思想が現在にも通じるものであることを述べた。また，

西日321
)は過疎地域である越後妻有と瀬戸内海笹島のアート

プロジェクトを「風土性や場所の記憶を重視する人類史の

風景への勤き」と位置づけた。

2. 造園の手法論

造i語学の主要な対象のひとつである公園が「建設」から

「管理jの時代へ移って 20年ともいわれており 2ペデザイ

ン，計画，管理運営の中では管理運営についての研究が多

L可。

( 1 )デザイン論

デザイン思想を扱ったものとして，若泉ら23)は福羽逸人

が園芸・造i謡界に海外の技術やデザイン手法を導入し，新

宿御苑研究生制度によって多くの人材の育成に貢献したこ

とを明らかにした。また，谷ら 24)は竹がflhliかれた山水面を

4タイプに分類し，竹と空間表現の関係について明らかに

した。浦111奇知 26)はt1t社の空間構成と立地環境について分

析した。

( 2 )計画論

観光地の計画論の系譜をまとめた下村2i)は， I来訪者に

対する認識j，I財源と主体j，I環境との関係jの三点にお

いて変化が起こっているとしている。計画の歴史経緯を分

析したものとして，国立公園指定に海中公民制度が与えた

影響を論じた研究(問中正造の治山治水論が植樹ボラン

ティアへと受け継がれたことを述べた研究お)がある。また，

計画思想に言及したものとして，塚田らぬ)は本多静六と井

下清の設計した敷島公i認を， 自然を尊重し風景を利用する

という当初の計画思惣とその後の変遷から再評価した。

( 3 )管理運営論

管理運営については企業，市民というこつの立場から特

集が組まれた。企業については CSR(企業の社会的責任)

が特集され刊 32) 公園から里山まで造園学が対象とするも

のの管理への企業の貢献の事例が紹介されたお)。また，企

業にとって都市緑化に関わることにどのような意義や価値

があるのかも議論された34)0 2008年の研究動向から継続し

ているものとして，パークマネジメントが上げられる。詳

細は別稿に譲るが， I市民力によるランドスケープマネジ

メント」の特集却では，里山公園などの事例が紹介された。

いずれも，公園， f!~ 山など地域の環境にコミュニティや企

業という主体がいかに斜造的に関わるかという視点で論じ

られたものである。

( 4 )評価論

「評価」そのものを扱った研究として，屋代3G)はギブソ

ンが提示したアフオーダンス理論が景観評価の研究に有効

な問題提起となることを示した。実IJ持ら:17lは景観と価値観

が相互に作用し，人々の働きかけで景観が変化することで
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filli値観も変化していることを明らかにした。

経済的な評1i!li手法は継続して試みられた。へドニック・

アプローチによって公園や緑地の経済効果を検証したもの

として，愛甲ら 38) 小林ら仙の研究があげられる。また，

j京ら40) は住宅'情報誌の分析から公園が住環境の付加価値と

して認識されていることを明らかにした。また，舟

ヲド1)，位)は緑地空11号の価値の公表と，その確保のための政

策を検討した。

その他，環境と評価に関連して，森林の主観的な評1illiに

関して「ゆらぎjに着目した研究ペ空11号の印象評価と光・

温熱環境との関係に着目した研究叫がある。

3. ランドスケープ遺産論

鈴木5)が 1995年に研究動向でとりあげた「ランドスケー

プ遺産」から 15年を経て，対象は庭i室iや史跡から文化的

景観，産業遺産へと大きく広がり，平襟ωが指摘するよう

に Il¥わゆる造園史を仁l::t心とする分野で対象としてきた遺

産よりももっと広い範|韮IJの検討が必要とされている 0

2007年の特集叫に続いて，分科会ではインベントリーづ

くりの現状と方向性について議論が深められたり)0 保全さ

れる対象すべてが「遺産」であるとすれば，里iJJ，生態系

など多くの研究が広義の「遺産論」といえるが， ここでは

他稿との差別化を図るために文化遺産を中心に整理した。

また，事例研究では「保護jr保全j の視点が考察されて

いるものを取り上げた。

( 1 )保全のしくみ

制度や人のかかわりなど，保全のしくみに着iヨした研究

として，村松ら必)はIIIJ並み保存!主体設立の動機の変遷を，

社会背景を踏まえて整理し， 11IJ並み保存の動機の多様化を

指摘した。また，内海ら胤 50)は白川村の屋根葺き替えの

変化から自に見えるそノだけではない文化の継承に有効な

制度が必要であると指摘した。

また，マッリオ刊はイタリアの文化的景観保護の法律と

手法の変遷，宮)JiOJ52)はイタ 1)アの文化財ーと景観に隠する法

律「ウルパーニ法典jを紹介した。

( 2 )社寺・庭冨

社寺地や庭園を対象にしたものとして，十ItJ林ら臼)は江戸

の寺院庭i認の江戸期の分布と利用，近代化以降の変容を明

らかにし，残された 8笛所について「宗教緑地」としての

価値付a けの必要性を示唆した。また， 1謁ら臼)は岩111奇小禰太

邸から国際文化会館への変化にともない，施主や設計思想

の相違を背景に建築と庭園の関係が変化したことを明らか

にし，今後の文化財保存には変遷を踏まえた関係性も考慮

することが必袈であると指摘した。

( 3 )公園

公園に関連するものとして，岡田ら切は京都市における

昭和初期に竣工した児童公闘を「近代ランドスケープ遺産」
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の視点から①地域への開放性，②ドイツ表現主義のデザイ

ン，③llill!線導入のバラエティー，④現存することという 4

点において評価した。西阪ら56)は芦屋市，神戸市において

l 割以上の都市公園に「歴史や出来事」を伝えるものなど

の地域資源が公園内で保全・活用されており，今後は多面

的な活用方策の検討が必要であることを指摘し， I五原ら刊

はオープンスペースに存在する地域資源の活用の必要性を

示した。また，千代祁)は広島平和記念公患を対象に，観光

案内と空間構成の関係の変遷を明らかにした。

( 4 )文化的景観

南里らぬ)は近江八幡のヨシ原の変遷から文化的景観の保

全は形態そのものの維持ではなく，人とヨシ原との関係性

を維持・再生することを目的とするべきであると提言した。

栗田ら60)は大分県における竹林を景観資源ととらえ，その

保全のための基礎的条件である人とのかかわりから活用タ

イプを考察した。また，伊藤川は秋田県本荘市と山形県酒

田市のクロマツの植え方・見え方の特性から，視認性が高

~ i酒田市において景観計画に反映する必要性を示した。

沈叩は械133景観の評価結果から，地域特j生が現れた「美し

しづ概i丑を「地j或の名景として毘定化させ，その視点場，

IlJ~望対象，視覚関係(見方)を重点的に保全J する手法を

提案した。イシザワ聞はぺjレーのチンチェロ村において水

系が重要な構成要素であることを踏まえ保全のための提言

を行ったのをはじめ，豊島らω は白川村荻町の水系を，山

仁iら仰は小注目到焼の文化的景観を取り上げた。井原則は瀬

戸内海地域の「花の景観」の変遷と現在の動きを「地域文

化の継承j として位置づけることが可能であると考察した。

( 5 )産業遺産

平成 20年度の全国大会が北海道で開催されたのに関連

して，炭鉱跡地のデザインについての事例紹介と共に肌ベ

分科会では地域再生における「ポスト・インダストリアル・

ランド、スケープjデザインに関する議論があった則。また，

岡田らiO)はテクノスケープの研究を継続し，単純な初源的

形態をプリミティブ形態として，美学を援用してその意味

論的価値の4食言すを行なった。

事例研究として，市原ら川は九州の産業遺産に交通関連

のものが多いことを明らかにし，青木市は足尾銅山の事例

を扱った。森奥らm は地域住民の工場に対する意識の高さ

が地域に対する意識の高さに繋がっていることを明らかに

した。

( 6 )歴史的建造物，伝統的建造物群保存地区

歴史的建造物に関連して清野ら川町は歴史的建造物の

敷地の面積とJil途の変化から敷地のコントロールによる歴

史的建造物保護の可能性を示唆した。北原ら i6)は妻寵宿を

事例に伝統的建造物群保存地~の保全に水路網と庭池を含

めた水のネットワークが重要な要素であることを明らかに

した。
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( 7 )その他-負の遺産，擬石・擬木，森林

清水7勺ま沖縄の戦争遺跡を対象に戦争遺跡を歴史的環境

保全の課題と区別することなく，地域の文化という視点か

ら援合的に捉えなおす必要性を述べた。粟里子i8)は擬石・援

木の導入と利用の系譜を整理し，近代庭園の評価指標とし

て提示した。また，累日r9
)は世界文化遺産地域における森

林管理の重要性を指摘した。

4. その他

( 1 )自然・みどり論

みどり論としては民有地の緑をどのように保全創出する

かという視点で特集が組まれた8ヘ「管理運営論j で述べ

たように公共の「公菌緑地」は整備からマネジメントへと

視点が変化した一方で「民有地の緑」は保全と創出が必要

とされており，都市，農村¥企業，錨人などさまざまな民

有地における「緑jの重要性が検証された。

( 2 )教育・職能論

平成 20年度には「地球環境時代の造i語家の実務を考え

るj というタイトルで分科会が開催され， IFLAへの積極

的な参加や多様な人材育成の必要性が示された制。 CPD

については引き続き諜題と解決策が検討された問。そのほ

か，木下削は JABEE認定制度が学生にとっては技術土へ

の近道，実務レベルの要求の取得などの利点がある一方，

より広くプログラムそのものが社会に浸透する必要がある

と述べ，伊東84)は生涯学習の事例を紹介した。神藤ら加は

2級造園技能士検定の課題の把握から今後の実習教育のた

めの知見を示した。

職能という視点では，小泉ら 86)，8i)は明治期から現在ま

での造図工事業の業態と業容の変遷を整理し，明治期に始

まった枯損木植替え補償がその後制度として展開した過程

を明らかにした。田中ら制 89) は造園工事業についての統

計から市場の縮小が工事高の減少や一社あたりの企業規模

の縮小に繋がっていることなどから，今後は「環境の時代

という社会的ニーズに対し，造園工事業が産業としてのア

イデンティティを持ちながら活動領域を拡大jするべきで

あると警鐘を鳴らし，また「工業化により破壊された自然

の生態系を修復する新たな事業展開の可能性jを示した。
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